
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】武道祭演武団体紹介① 

 先月 6月 28日に開催されました北見市総合武道祭にお

いて演武等を披露していただいた団体のご紹介を毎週さ

せて頂きます。武道祭の最初を飾る演武をしていただいた

のは北見市弓道会様です。当日は午前 9：30 から一般の部

として礼

会 形 式

の競技会とし、日頃より鍛錬している集中力を発揮して素晴らし

い「射」を見せてくれました。また、午後 1時からは、道内大学生に

よる大会となり多くの学生による白熱した試合を披露してくれまし

た。次回は北見合気武道会の皆様をご紹介いたします。 

【協議会情報】協議会創立 20周年記念式典実行委員会開催！！ 

7 月 9 日(水)北見市武道館研修室を会場に午後 7 時から約 2

時間、北見市武道振興協議会創立 20 周年記念事業とした記念式

典開催・創立 20 周年記念誌作成にあたっての第 1 回実行委員会

が開催されました。記念式典が９月１６日（火）１８時ホテル黒部で行

われる予定や、記念誌作成の計画が練られました。詳細が決まり次

第紙面にてお伝え致します。 

【武道館情報】※ 武道通信バックナンバー公開！！ 

北見市武道館・武道の広場に設置してありますスタンドに武道通信バックナンバーをファイリングして公開

しておりますので、一度手にとってみて下さい。 

連載 中国「老子」の思想  六十二章 真理は善不善の彼岸にある 

「道」は万物の内面に貫徹する。この道理をわきまえている者は、むろんこれを尊重する。たといこの道理を

自覚せぬ者でも、内に「道」を抱いている。人々は、すぐれた意見ばかりをもてはやし、善行ばかりを受けいれる。

だが「道」だけは、善不善を超越して、すべての人を生かすのである。 

この「道」にのっとるなら、いながらにして天下は治まる。にもかかわらず、世間では、天子を立て、大臣を置い

てもまだ足りず、大金を積み、目の色変えて賢人を探し求めている。なんともむだな努力である。 

昔の名君が、「道」を尊重したのはなぜか。「道」にのっとりさえすれば、あらゆることが可能になり、過ちさえも

許されると知っていたからではないか。 

「道」こそは天下の至宝である。 

原文：道者萬物之奧。善人之寳、不善人之所保。美言可以市、尊行可以加人。人之不善、何棄之有。故立天子、置三公、雖有拱璧以先駟馬、0

不如坐進此道。古之所以貴此道者何。不曰以求得、有罪以免耶。故爲天下貴。                            六十三章に続く 
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